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通信教育指導室から、こんにちは。 

今年１年、メルマガをご愛読いただき、ありがとうございました。 

１年のしめくくりに、「母からもらった赤いマント」という、船越準蔵

少年と母親をめぐるもう一つのエピソードを紹介します。よいお年を！ 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

雪が舞い始める季節になるときまって思

い出すことがあります。 

私が小学生のころは、冬になると子供た

ちはみんな、マントを頭からスッポリかぶ

って学校へ行ったものでした。真っ白い雪

がふわりふわりと落ちてくる日も、激しい

吹雪の日も、男子はみんな黒いマントを、

女子は赤や緑色のマントを着て、前の人の

足跡を見ながら一列になって転ばないよう

に気をつけながら歩いていくのです。 

小学４年の冬、古くな

りボロボロになった黒い

マントを兄から譲られま

した。私は継ぎはぎだら

けそのマントを、チョッ

ピリ大人になったような

誇らしい気持ちで着て通

学しました。しかし、長

年兄たちを守ってきた栄

光のマントも袖を通すたびにビリビリ破れ

る有様で、引退の時期を迎えていました。 

母は、手の施しようのなくなったマント

を手にとり、思案にくれていました。そん

な母の姿に私は、もしかしたら父と相談し

て、新しいマントを買ってきてくれるかも

知れないなどと、淡い期待を抱きました。 

もう少しの我慢だと思って、傷だらけの

マントを風に靡かせて家に帰った私に、母

はいつにない厳しい表情で言い渡しました。 

「明日から、これを着て行け！」 

差し出したのは姉の赤いマントです。 

 

 

姉は私より７つも年上ですから、とっく

に小学校を卒業して、裁縫を習いに町の先

生の所に通っていました。村でも評判の模

範生だった姉のマントは、何年も着たはず

なのに破れも汚れもありません。それを私

に着せようなんて、いくらなんでもあんま

りです。私は勇気を出して「いやだ」と言い

ました。私はこれまでにないほど激しく母

に反抗しました。 

「学校中の男子で、赤いマントなど一人も

いない。兄も弟も黒いマントなのに、どう

して自分だけ」と口答えしました。しかし、

その都度、「ほかの人と同じでなくてもい

い」「マントは暖かければいい」とはねつけ

られました。 

こうなれば実力行使です。雪の激しく降

る朝に、何もかぶらずに駆け出して行った

こともあります。しかし、秋田の山村の吹

雪は物凄いのです。身を切るような寒気と、

吹き飛ばされそうな烈風の日々を、とても

マントなしで過ごせるものではありません。

継ぎはぎだらけのマント 

船越準蔵先生 

人と同じでなくてもいい 



私はとうとう母の軍門に降り、仕方なく赤

いマントを着ることにしました。 

その最初の日、母は私にマントを着せて

から丁寧に塵を払い、「さあ、元気を出して

行け」と送り出してくれました。 

母もできれば私に、ほかの人と同じ黒い

マントを着せたかったに違いありません。

しかし、そうしたくてもできない事情があ

ったのでしょう。しかし、幼い私は、その事

情にまでは思いが至らなかったのです。 

案の定、上級生にはもちろん、同級生に

も、女の子にも、下級生にまでも笑われま

した。廊下の雨具掛けにズラリと並んだ黒

いマントに混じって一つだけ、赤いマント

が目立ちました。みんなから「赤マント」

「赤マント」とからかわれ、それがあだ名

にもなりました。 

そのたびに私は、「ほかの人と同じでな

くてもいい」「マントは暖かければいい」と

いう母の言葉を思い出して、じっと我慢し

ました。こうして私は、４年生、５年生の冬

を赤いマントを着て通学したのです。 

 

 

６年生になった年の始業式の日、私は思

いがけず副級長に任命されました。そして

なぜか、今年の冬こそは黒いマントが着ら

れるだろうという期待を抱いたのです。し

かし、冬が近くなっても、黒いマントの話

はどこからも出てきません。 

そして、12 月最初の日曜日がやってきま

した。母は朝から土間に下りて、しきりに

忙しそうにしています。その背からは明ら

かに「何かある」という気配が感じられま

す。果たせるかな、しばらくして母は私を

呼びました。手には赤いマントを持ってい

ます。そして、おごそかに宣言しました。 

「このマントを、黒いマントに染め直す！」 

呆然とする私に目もくれず、母は仕事に

取りかかりました。土間にかけた大きな鍋

に湯を沸かし、染め粉を入れて染めようと

いうのです。火埃りの中で母が、太い大き

な棒のような箸を持ってマントを鍋にひた

し、手を真っ黒にして、マントを引っ繰り

返し、引っ繰り返しするのを、息を詰める

ようにして見ていました。布地が厚いため、

簡単には染まりません。それを引き上げて

は掻き回し、母は一生懸命に染めています。 

マントは茶色と黒のまだらのマントにな

りました。とても人前に来て歩けるしろも

のではありません。それでも私は、そのマ

ントを着て元気に通学することにしました。 

母の目は真っ赤でした。それは焚き火の

煙のせいだったかも知れません。 

そんな母の姿を見て、６年生の私は、母

がどんな思いでマントを染め直そうとした

のか、初めて気づきました。口では強いこ

とを言いながら、母は２年間赤いマントを

着て通学した私に、黒いマントを新調でき

ないまでも、せめて黒く染めてやろうと必

死だったのです。それまでは自分の都合ば

かりを考えて、親のつらい気持ちなど、考

えたことのない私でしたが、私に赤いマン

トを着せた母の方が、私の何倍も辛かった

に違いないと、思い当たったのです。 

 

私は今でも心の中に赤いマントを着てい

ます。「ほかの人と同じでなくてもいい！」

と母からもらったそのマントは、とても温

かくて、私はいつでも幸せになれるのです。 

……………………………………………………………………………………………………………………… 

『母からもらった赤いマント』船越準蔵著（武内印刷出版 1987）p.047 一部編集 

鬼気迫る母の姿、そして思い 


